
水素エネルギーシステム Vo1.37，No.1 (2012) 読者の広場

読者の広場開輔副首醐醐臨時堕醜醐臨画面画面詰詰縦

科学技術における日本の力
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数年前、テレビで電気自動車のことをやっていた。中

国では10万円で電気自動車を作ることができると町の自

動車メーカー?の技術者が言っていた。 HESSの顧問の

小野修一郎氏が最近の上海の電動自転車事情を書いてお

られたが、とても興味深い記事国であり、テレビの情景

を比較するとなるほどと思うことが多々ある。

数年前は水素・燃料電池が世界的に注目されて2010年

に行われた上海万博ではクリーン社会を目指して燃料電

池車が試験的で、はあるが町を走った。一方で電気自動車

も注目され始めた頃で、とにかく早く、安く作ろうと商

魂たくましい様子が映し出されていた。中国のバッテリ

ーはとにかく安い。日本のバッテリーメーカーの技術者

がこれでは太刀打ちできないと言っていた。 10万円の電

気自動車は誰が考えても実用レベルには程遠いが、電気

自動車の実用化をめざしている中国のバッテリーメーカ

ーの技術が世界の水準に近付いていることはまちがいな

いだろう。

中国では電池は町の電池屋で買い、モーターもどこか

に売っているものを買って、それらを買って組み立てた

らすぐに電気自動車が町を走ることができる。日本では

さまざまな規制のため試作車がすぐに町へ出ることはな

いが、実用化へ向けた研究、実証には時間やお金がかか

る。

小野氏の話で、は何年か前には三輪タクシー(三輪自転

車)を人がこいで動かしていたのに、今はほとんどが電

動自転車(電動三輪タクシー)になっているとしづ。ど

うせバッテリーだ、って高性能なものは使っていないだ、ろ

うから、すぐに充電しなくてはならないはずだとだれも

が考えることで、どのように充電するかを調べてみたと

ころ町の食堂の前の駐輪場にコンセントがずらりと置か

れ、電動自転車が繋がれていたとしづ。もうこれは実用

化である。

電気自動車になるとそれ相当の電気スタンドの設置に

相当な投資が必要であるが、電動自転車なら駐輪場にコ

ンセントを置くだけでし'v¥りっぱなバッテリーでなく

ては実用化は難しいと技術者は考えるが、高度な技術が

なくてもとにかくやってみよういうバイタリティーが実

用化を進めることになるとしづ証明である。このことは

真撃に受け止めなくてはならないだろう。

電動自転車くらいなら充電も簡単で、高級なバッテリー

を載せる必要もないが、車を動かすとなると鉛ノミッテリ

ーでは無理である。いくら安く、すぐに充電すればよい

といっても市場のフォークリフトならまだしも町を走る

乗用車だと高性能バッテリーを搭載しなければ実用には

ならない。 10万円の車は今どうしているだろうか。

燃料電池もリチウムイオン電池も日本の技術は世界の

トッフ。をいく。そのトッフ。をいく日本の電池技術を使っ

てもまだまだ電池のエネルギーは車を動かすには十分で

はない。‘先日海老名にある神奈川県産業技体Tセンターの

玄関前の電気スタンドに電動タクシーが充電していた。

充電用の電気代は現在無料であるとし1うが充電には幼分

もかかり、充電が終わっても走るE鴎佐は50kmほどだ、とし1

っていた。運転手は暇そうに充電が終わるのをただ待っ

ているだけみたいだ、ったが、中国人のど根性を持ってく

れば、高性能リチウムイオン電池が手に入る日本の電動

車両の動かし方はいろいろとありそうである。

科学分野のトッフ。をいくトッフ。論文数の世界における

シェアが科学技術政策研究所のまとめとして公表された

凶。インターネットでも新聞でも取り上げられたので目

にされた方も多いと思う。ここでも中国のことが大きく

取り上げられている。中国のトッフ。論文数の伸び、は著し

く、この10年で10倍以上にも延びている。 トッフ。論文と

は引用度が上位1割に入る論文(トップ論文)数のことで、

中国のシェアは世界で4番目にまで、になったO トッフ言命文

数のシェアは米国が圧倒的で、42%、英国、ドイツ、中国、

フランスと続き、いずれも上昇を続けているのに、日本

だけが2α的年あたりから下落して、この15年の聞に剖立か

ら6位に落ちてしまった。科学を担っているものとしては
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く。日本は04年から08年で2割も減少している上、 2010

年度は前年比14.3%の減少で、サウジアラビアに抜かれて

7イ立に下がった。日本が発展途上国からの留学生と見られ

ている感じがする。

単に留学といっても語学留学もあろう。円高で安く行

けるからとし、う物見遊山で簡単に行ける時代ではあるが、

せっかく行くなら本当に世界に通用する技術を身につけ

てきてほしい。米ハーバード大学への日本からの留学生

数は2010年度1∞人で、10年前に比べて37%も減ったとし1

う。超一流大学への留学生数が減っているとし、うことに

はいろいろな事情があるとはいえ残念なことである。

電気化学の分野の国際誌の査読論文がよく送られてく

る。私のところには中国からの論文が多い。基本的な理

解が足りないとか、内容が貧弱だからとの理由で̂reJ配uこ
してしまうことが多いが、中国では近年、科学技術振興

に莫大なお金を投資し、分析機器も充実してきでいる。

論文の質もまだひどし、ものが多いが、reJ配 tされた内容を

改訂し、質が高まれば、論文に掲載されるようになるし、

トッフ言命文数も増えることだろう。

憂慮、に堪えない。 トップ論文は作為的に自分のあるいは

自国の論文をできるだけ多く引用することで上げること

ができるとはし、え、論文数が増えることはやはり研究環

境の改善、潤沢な研究費などの背景があってのことであ

る。また、 トッフ言命文の中には必ずしも本当によい論文

とはし 1えないものも含まれるという人もいるが、論文数

が多ければ本当に素晴らしい論文も多く出てくるはずで

ある。
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日本人留学生の人数の推移

10i(万人)

~ ~議濡諜粧品;:

日本が戦後の混苦しからGNP世界2位にのし上がった過

程で、は勤勉さが物を言ったといわれている。そうはいっ

ても技術力は当時の先進国には程遠かったに違いない。

今の中国と比較することはできないが、中国のGNPは世

界で2位である。間もなく世界の トッフ。に躍り出るとの予

測もでている。10年くらい前には中国の技術力では日本

のGNPを追い越すなんて何年先かわからないといわれ

ていた。それがあっというまに日本を追い越して、今や

はるか先を行くことになってしまった。日本と同じレベ

ルの技術力を持つようになれば日本の12倍のGNPがあ

ってもおかしなことではない。その時代はすぐにやって

くるだろう。

エネルギー危機のときに太田時男先生が世界の水素関
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日本のノーベル賞受賞者数が最近増えているように思

われるが、 20年以上も前の研究が評価されての結果だか

ら、最近のトップ論文数の減少は世界における日本の研

究環境の貧弱さをはっきりと示したもので、今後の受賞

者数の推移が懸念、される。

東大では秋入学の実施に向けて本格的に動き出した。

世界の大学と歩調を合わせることで優秀な留学生を確保

し、また日本の研究者が世界の舞台へ出て活躍できやす

くすることを目指している。東大は以前からそのような

ことを検討していたが、はっきりと秋入学を始めること

を固めたとの動きに、 他の有力大学も遅れをとってはい

けないと一気に検討を始めた。桜が咲く時期に一斉に新

年度が始まるという日本の教育、就職、生活のリズム、

すべてが変わるほどの大きな変革をどれほど検討してき

たのだろうか。東大生には就活はないといわれ、どこへ

でもいつでも自分たちの思い通りに動くことができる。

言いすぎかもしれないが、他大学も就活が要らないほど

勉強をし、 研究ができる環境を作らなくては世界の トッ

プを維持していくことはできないということであろう。

海外から米国への留学生数が新聞に載っている[泊。

2010年度では1位が中国で前年比23.5%の増加。次いでイ

ンド、韓国、カナダ、台湾、サウジアラビア、日本と並

ぶ。さらに日本の後にベ トナム、メキシコ、トノレコが続
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係の研究者と国際水素協会anternationalAssociatiOll of 

Hydr腎Bll匝le耶 r)を立ち上げた。時を同じくして日本で

も水素エネルギー研究会 (HYI也昭BllEne耶 rS卵白m

&cie勿)ができた。研究会の機関誌は国際誌として必ず

しも通用するとはいえないが、この研究会を通して発信

される論文、解説記事は世界レベルのものだと確信して

いる。多くの論文、研究の実績が地道に積まれ、水素に

関する技術の積み上げはすばらしいものである。水素が

クリーンで、エネルギーキャリアーとして一番ょいといわ

れながら、なかなか日の目を浴びない。電気自転車が町

の発明家たちによって扱われているのに比べ、水素は誰

もが扱うわけにはいかない。世の中の変化に惑わされな

い分野で、はあるが水素・燃料電池の普及に向けて我々の

技術が動き出そうとしている。日本の技術力が世界に羽

ばたこうとしている。

ここで話題にしたテーマはつい最近の新聞に載ったこ

とばかりであるが どの記事も同じ方向を示しているこ

とに注視しておかなくてはならない。

私は横浜国大をリタイアしたあとも1年生の化学実験

の指導のため、大学に行っているO 今はスーノミパイザー

としづ称号をもらって、無償ではあるが、教育に携わっ

ていることをありがたいと思っている。大学の教育は1

年から始まる。学生達には蜘哉活動は1年から始まってし1

るとよく話をする。就活始めている?と聞くと、真面目

な顔でそろそろ始めなくちゃというが、私の言う就活は

基礎学力を身に付けることでエントリーシートの書き方

や、面接の仕方などの就活ではない。 1年の学生実験を通

して、 4年間、あるいは大学院までの6年間に学ぶ最初の

第一歩を身につけてほしいと語りかける。しっかりとし

た基礎学力を身につければ、就活で困ることはないだろ

うと思う。

理工学部の一部の学科を除いて全員が受講する実験科

目であるが、テキストに出てくる技術用語を英訳し、実

験の説明の後に載せている。少しでも身近に感じてもら

いたいと実験の開始時に英語の試験を行って習得度をチ

ェックしている。

OBの人達をガイダンスの時に来てもらい大学でどん

な勉強をしたか、社会でどんな仕事をしてきたかなど、

先生たちとは異なった方面からの話をしてもらっている。

OBの人達は自分の経験から、世界へ羽ばたくノウハウを

いろいろ話してくれるので学生達にはありがたい。

どこの大学も学生を集めることで、精いっぱいだが、 4
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年間、 6年間のすべてを技術力アッフ。の教育に使うことが

できたら日本の技術は世界で必ず通じることだろう。

私は技術者を目指す若い学生達のためにスーパバイザ、

ーとしてこれからも実験室へ通う。
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